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認知症についての取組み「思いやりのあふれるまち 長浜市を目指して」　　　　　　

～いつまでも私らしく、あなたらしく～

表紙写真：長浜市認知症キャラバン・メイト研修会の様子



認知症についての取組み特集

について

「思いやりのあふれるまち  長浜市を目指して」
認知症について正しく理解できる
取り組みについて紹介します

～いつまでも       らしく、
らしく～

私私
あなたあなた

認知症サポーター
養成講座

個人で受講したい方向け

偶数月長浜まちづくりセンターにて、個人で参加し
たいという方向けの講座も開催をしています。
おひとりでも、家族、友達と一緒でも受講いただけ
ます。お気軽にお問い合わせください。

次回予定は10月1日（水）13:30～
　　会場：長浜まちづくりセンター
　　　　　2-A,B 会議室（さざなみタウン内）

詳細につきましては、インフォメーション
（10ページ）をご確認ください。
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年齢にかかわらず誰もがなる可能性がある

と言われる認知症※は、団塊ジュニア世代が

65 歳以上になる 2040 年には、認知症患者が 584 万

人、認知症予備軍とされる軽度認知障害（MCI）患者

が 613 万人にのぼるという推計結果を厚生労働省の研

究班がまとめました。今後、ひとり暮らしの認知症の

ある方が増えるとみられ、家族の支援が限られる中、

地域でどう支えるかが大切だと言われています。

「認知症」とは、様々な病気により、脳

の神経細胞の働きが徐々に変化し、認知機

能（記憶、判断力など）が低下して、社会

生活に支障をきたした状態をいいます。ま

た、65 歳未満で発症する認知症は「若年性

認知症」と呼ばれ、働き盛りの世代で発症

するため、ご本人だけでなくご家族の生活

にも影響を及ぼす可能性があります。

令和 6年（2024年）1月 1日「認知症基本法」

（正式名称：共生社会の実現を推進するため

の認知症基本法）が施行されました。

認知症基本法の目的は、「認知症のある人が尊厳を保

持しつつ、希望を持って暮らすことができるよう、認

知症のある人を含めた国民一人一人がその個性と能力

を十分に発揮し、相互に人格と個性を尊重しつつ支え

合いながら共生する活力ある社会（＝共生社会）の実

現を推進すること。」とされています。

今後ひとり暮らしの認知症のある方が増加したとき、

住み慣れた地域でご本人の意思が尊重されながら、変

“認知症サポーター”とはなにか「特別なこと」をする人ではありません。認知症に

ついて正しく理解し、普段の生活の中で認知症のある方に出会ったとき「そっと見守り」

「そっと手助けをする」応援者のことです。地域にサポーターがたくさん増え、認知症のある方が暮

らしやすくなることを目指し実施しています。

自治会、各種団体、商店、会社、有志の集まり

の場等へ講師（長浜市認知症キャラバン・メイト）

が出向いて講座を開催します。（5 名以上集まれ

ば開催できます。）講座を受講すると認知症サポ

ーターになれます。受講後はその証として商店、

会社等にはオレンジリング、ステッカー、個人に

は認知症サポーターカードをお渡ししています。

認知症サポーター養成講座は人権学習としても開

催いただいております。

認知症サポーター養成講座は市内の小学校・中

学校でも開催し、現在長浜市では 43,217 名のサ

ポーターが誕生しています。

● ロールプレイで声掛けをやってみて、相手
の思いもあり対応が難しいと思った。

● 自分たちも高齢となり「認知症」についてよ
く調べるようになった。認知症にならない
のが一番良いが、今からでも予防できるよ
うにしていけたらと思う。

● 近所でも認知症のある方がいる。行方不明
になることもあり得るので見かけたら一声
かけようと思う。

●相談窓口を知ることができてよかった。

● 寸劇で対応方法を教えてくださったのは大
変わかりやすかった。

● 小学校で認知症について学んだことを家に
帰って家族に話しました。

といった声もいただいています。

わらない環境のもとで自分らしく暮らし続けるため

には、周囲の方の「認知症の原因となる病気の理解」

と「認知症のある方についての理解」が重要となり、

地域の皆さんが認知症を他人事ではなく、自分事と

して理解することが大切です。認知症について正し

く理解することでご本人の気持ちに寄り添い、支援

を行うことができます。行動だけに注目するのでは

なく、背景にあるその方自身の思いを理解すること

で対応方法が変わってきます。今までのご本人の普

段の生活を知っている地域の皆さんの協力が、大き

な力となります。

認知症サポーター養成講座1
認知症サポーターに
なるには？

認知症サポーター
受講者の声
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次回予定は9月18日（木）14:00～
　　会場：長浜まちづくりセンター
　　　　　2-A,B 会議室（さざなみタウン内）

お申込み：南長浜地域包括支援センター
TEL：0749-65-8352

長浜市社会福祉協議会 
長浜市認知症

キャラバン・メイト事務局
TEL：0749-62-1804

ご連絡をお待ちしております

高齢者まるごと相談窓口困った
どうしよう

地域包括支援センター

※まずはお気軽に
　お電話下さい

新規の相談は
16:00までに
お願いします。
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「ひなたカフェ」は認知症のある方を中心に、ご家族や認知症について関心のある方

など、どなたでも参加していただける集いの場です。普段の悩みや心配、ちょっとした

困りごとなど、気楽に話してみませんか。すぐに解決につながらなくても、話すことで心が軽くなる

こともあります。秘密は厳守されますので、安心してご参加ください。

地域での認知症理解を深め、認知症のある方

や家族の応援者（サポーター）を増やすことを目

的に行っています。

認知症キャラバン・メイトとして一緒に活動

してくださる方を募集中です。

ちょっと時間ができて何か始めたいとお考え

の方、興味を持たれた方は、まずはボランティア

からはじめてみませんか？

明るく陽気な

元気いっぱいの

メンバーがお待

ちしております！

・自治会、小学校、中学校等へ 出向き認知症サポーター養成講座の実施

・認知症理解のための啓発活動

・定例会にて次回の講座の組立や内容検討、当日の役割分担、認知症についての勉強会等

ひなたカフェ

認知症キャラバン・メイト
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何のために
活動しているの？

キャラバン・メイト
メンバーの声

● 長年、認知症の両親の介護をしてきました。
この活動がなかったら認知症を理解するこ
ともできず、毎日怒ってばかりいたと思い
ます。日々の介護の中で腹の立つこともあっ
たが、キャラバン・メイトとして活動するこ
とで冷静に対処できることもありました。

● 小学生や中学生と触れ合い活力をもらって
います。子どもたちの素直でまっすぐな感
想に心が温まります。

グループ名 担当圏域 地域包括支援センター

一　般
メイト

ひなた 長浜、六荘、西黒田、神田 南長浜地域包括支援センター

あじさい 神照、南郷里、北郷里 神照郷里地域包括支援センター

お市 浅　井
浅井びわ虎姫地域
包括支援センター

しらさぎ び　わ

カナリヤの会 虎　姫

サルビア 湖　北
湖北高月包括支援センター

きんもくせい 高　月

やまびこ K 木之本
木之本余呉西浅井地域

包括支援センター
やまなみ 余　呉

あじかまの会 西浅井

専門職
メイト

ほのぼのリング

市　域 企業・商店等への講座の開催

ケアナイト

グリーン

信金メイト

各地域包括支援センターメイト

南長浜地域包括支援センター
担当地域 　長浜・六荘・西黒田・神田

連 絡 先 　0749-65-8352

〈場所・開設曜日・時間〉
長浜市朝日町 19 番 3 号（長浜西部福祉ステーション内）

月～金曜日〈年末年始・祝日を除く〉8:45 ～ 17:30 

神照郷里地域包括支援センター
担当地域 　神照・南郷里・北郷里

連 絡 先 　0749-65-8267

〈場所・開設曜日・時間〉
長浜市神照町 288 番地 1（長浜北部福祉ステーション内）

月～金曜日〈年末年始・祝日を除く〉8:30 ～ 17:15 

浅井びわ虎姫地域包括支援センター
担当地域 　浅井・びわ・虎姫

連 絡 先 　0749-73-2653

〈場所・開設曜日・時間〉
長浜市宮部町 3445 番地（虎姫生きがいセンター内）
月～金曜日〈年末年始・祝日を除く〉8:30 ～ 17:15 

湖北高月地域包括支援センター
担当地域 　湖北・高月

連 絡 先 　0749-85-5702

〈場所・開設曜日・時間〉
長浜市高月町西物部 73 番地 1（高月福祉ステーション内）

月～金曜日〈年末年始・祝日を除く〉8:30 ～ 17:15

木之本余呉西浅井地域包括支援センター
担当地域 　木之本・余呉・西浅井

連 絡 先 　0749-82-3570

〈場所・開設曜日・時間〉
長浜市木之本町黒田 1221 番地（長浜市立湖北病院内）

月・火・木・金・土〈年末年始・祝日を除く〉8:30 ～ 17:15 
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『 おもろいけどしんどい世界 』
～働くことを教えてくれた大人たち～

野々村光子

　　　　　　　　　　　　　　

ボランテ
ィア情報

紙 extend

No.150

伊香の里

　　管理
栄養士の

vol.19ふらっと
湖北基幹相談支援センター

「長浜ワークスタジオ カナエル」が 誕生 !

誰かが言うた。

「制度は愛のカケラで出来てるねんで」と。

いつも制度は後からやってくる。それは１００年単位で遅い。そ

んな制度が愛で出来てるってどういうことやねん。

作業所と言うステージでもう一度、企業で働く練習を人生を懸

けて取り組む目の前の彼らに、制度や社会が追い付いてない事

に気付いてしまった２６歳の冬。

尊敬する彼らの毎日は人生は、社会と言うステージに立つ事を

許されない。そんなしょうもない世の中で「働くコト」はどう輝

けるのか。そんな高貴な思いが沸いてしまった私が立ったステー

ジは、ガリガリな制度のど真ん中に入ると言う場所「職業安定所」

やった。

伊香の里

　　管理
栄養士の

フレイル予防には良質なたんぱく質を

しっかり摂ることがポイントです。

今回は家族みんなで食べたい！

豆腐入りの軟らか白玉団子を紹介します。

1  �ボウルに白玉粉と豆腐を入れ、粒がなくなるまで手でこねます。 
（めやすは耳たぶくらいの軟らかさ。硬い場合は少し水か豆腐を 
足してください。）

�2  �食べやすい大きさに丸めます。 
（中心を軽くへこますと火が通りやすいです。）

3  �沸騰したお湯に入れ、浮かんできたら2分ほど茹でて、冷水に上げます。

�4  �水気を切ったらお皿に盛り付け、お好みの味付けで召し上がれ！

材　料
（一口サイズの団子 約25ケ）

豆腐白玉団子
※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
すたんぱく質 3.0g

（5ヶ）

約 105kcal

※食事内容に制限がある人は主治医の指示に従ってください

殺風景なカウンター越しに肘をついて話してくれる男子。

「あんたはええなぁ。このカウンターで金貰える奴と貰えん奴

に分かれるんやで」と教えてくれる。

会社の社長にも教わる。

「使える人を紹介してくれ。それがあんたの仕事やで。」

共通言語は「働く」。

転職歴４３回の何かうまく行かん男子が教えてくれた。

「雇われる方も雇う方も必死なんやで。」

制度は後から付いてくる事が当たり前。最先端はいつも現場にあ

る。だから私は、彼らや社長と最先端にいつも居たい。

制度はほんまもんの声が集まってカタチになったんかもしれん。

未だに使いこなせんけど。

白玉粉…………………120g…
絹ごし豆腐……………150g

【みたらしのたれ】
醤油…………………大さじ 1…
砂糖…………………大さじ 2…
水……………………100cc…
片栗粉………………小さじ 2…
※全ての材料を小鍋にいれて混ぜながら火にかけます。
混ぜ続けていくと透き通り、自然にとろみがつきます。

【ぜんざい】冷たくしても美味しいです。
小豆缶………………1缶（約 200g）…
水……………………150ml…
塩……………………ひとつまみ…
※小鍋に小豆缶と水を入れ煮立つまで加熱し、塩を入
れて味を調えます。後は団子にかけるだけ！

豆腐を入れることでたんぱく質を摂ること
ができ、また軟らかく食べやすくなるので
子どもから高齢者まで楽しんでいただける

おやつです♪
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災害時のボランティアというと、土砂のかき出しなどの力仕事を思い浮かべる方も

多いかもしれません。でも実は、災害ボランティアにはさまざまな活動があります。

例えば、被災された方に温かい食事を届ける「炊き出しボランティア」。避難所で話

し相手となる「傾聴ボランティア」。泥で汚れた家族写真を丁寧に洗い、思い出を守

る「写真洗浄ボランティア」など、一人ひとりの得意なことや関心を活かせる場面

がたくさんあります。

災害はいつどこで起こるかわかりません。だからこそ、いざという時に自分がどん

な支援ができるのか、日頃から考えておくことが大切です。

「自分には何ができるだろう？」その問いが、地域を支える大きな一歩になります

コラム 
ふくしのてつがく

第 5 回

ボランティア
あなたにできる

そんな想いを持つ方々の為に、今春、就労継続支援 B型「長浜ワークス

タジオ　カナエル」が開所しました。

「就労継続支援 B型」は、障がいのある方が働くことを通して、地域社会

とつながり、自分らしくいきいきと生活できるようサポートする場所です。

「働く」を通して、自分らしい未来を 

叶えたい。そんな方々の想いを、	

「カナエル」は応援します。

「カナエル」の特徴 「カナエル」で叶える、自分らしい働き方

一人ひとりに合わせた作業 : チラシ封入の軽作業や、簡単なパソコン
入力作業など、利用者の興味や適性に合わせて作業を提供します。

自分らしい環境づくり : 利用者が自分らしくいられる居場所、同じ目
標を持つ仲間との出会い、そして全国平均を上回る高い工賃を実現し、
経済的な自立も支援します。

地域とのつながり : 地域イベントへの参加や、地域の方々との交流を
通して、社会参加を応援します。
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「働く」を通して、自分らしい未来を叶える

災害ボランティア登録は
こちらの

二次元コードから

株式会社ＥＬＵ 就労継続支援Ｂ型事業所

長浜ワークスタジオ カナエル
〒 526-0043
長浜市大戌亥町1270-1  TEL 0749-57-6107



南郷里

子どもも大人も、育ち合う場所 

TEL:0749-62-0287

INFORMATION
ニコニコひろばに関するお問合せ

南郷里地区地域づくり協議会

N I K O N I K O  H I R O B A

令和 6 年度 事業報告・決算

地域福祉の推進

在宅介護サービス

施設介護事業サービス

地域包括支援センター 
の運営

令和 6 年度は

に取り組みました！

第３期長浜市地域福祉活動計画の基本理念「多様性を尊重し 地域
の絆で ともに育み支えあい 安心して暮らせるまち 長浜」に基づき、
自治会、地区、市域エリアにおける福祉活動の展開

地域に信頼される事業所としてサービスを提供できるよう人材育成

施設間を超えた研修会を開催し、職員の資質と意欲の向上を図り、
利用者様の満足度向上

地域における住民主体の福祉活動の把握と専門職ネットワークの構築

長浜市社会福祉協議会 

事業報告・決算の詳細はこちら

赤い羽根共同募金
今年も、10 月 1 日から全国一斉に『赤い羽根共同募
金運動』が始まります。
　みなさまからの温かい善意は地域福祉の充実のため
に、また、ボランティア活動や福祉施設の整備・充実
などに役立てられています。
　地域で集めた募金は、集めた地域で使われています。
災害発生時にも共同募金は使われています。
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滋賀県長浜市・南郷里地区で毎月開催されている「ニコニコひ
ろば」は、子どもたちはもちろん、地域の大人や学生ボランティ
アまで、誰もが楽しく集まれる「みんなの居場所」です。
にぎやかな笑い声が響くこの場には、年齢や立場をこえて人と
人とがつながる温かさがあります。

会場となるのは「南郷里まちづくりセンター」。ここで、子ども
たちが自由に遊べる場と、あたたかい食事を囲むこども食堂を
組み合わせた活動が行われています。遊びの時間には、テーマ
を設けず子どもたちが自分で遊びを考えるスタイルを基本とし、
自主性や想像力を育てるとともに、仲間との自然な関わりが生
まれています。

遊びの内容は、ボードゲームやアートづくり、地域の高齢者と
一緒に楽しむ昔あそびなど多岐にわたり、回ごとに工夫が凝ら
されています。幅広い年齢層の子どもたちが自然と助け合い
ながら関わる姿も見られ、学び合いの場にもなっています。
また、地元の学生ボランティアも積極的に活動に加わっており、
子どもたちにとってはちょっと年上の頼れるお兄さん・お姉さ
んのような存在です。遊び相手となるだけでなく、時には子ど
もたちの話に耳を傾ける良き相談相手にもなっています。

こども食堂の運営は、地域のボランティアの方々の手によって
支えられています。男女問わず、多様な年代の方が関わってく
ださり、調理や準備、片付けまで、和気あいあいと楽しみなが
ら活動しています。準備の合間や食後には、自然と即席のお茶
会が始まり、ボランティア同士の交流の場にもなっているのが
特徴です。大人たちが笑顔で関わるその姿こそ、ニコニコひろ
ばの原動力です。

また、保護者の皆さんも時には調理や遊びの時間に参加され、
「見守るだけ」でなく、「一緒に関わる」姿が少しずつ増えてき
ました。活動の最後には、子どもたちが作った作品を保護者に
お披露目する場も設けられ、家庭と地域がつながるきっかけに
もなっています。

「ニコニコひろば」は、特別な人のための場所ではありません。
誰もがふらっと立ち寄れ、笑顔になれる「みんなの居場所」です。
子どもたちの声が響き、大人たちがほっとひと息つける、そん
なかけがえのない空間が今、南郷里地区の中で確かな存在感を
放ち始めています。

これからも、子どもも大人も共に育ち合える場として、ニコニ
コひろばは地域の中でゆっくりと、そして確実に根を張ってい
くことでしょう。

今年も共同募金活動の一環として、  
12 月より歳末たすけあい運動を実施いたします。

新たな年を迎える時期に、皆さまのご協力を得て様々な福

祉活動を重点的に展開します。

【歳末あったか友愛訪問事業】
【要保護世帯図書カード支援事業】
【緊急用食料給付事業】
【福祉施設・団体等歳末行事支援事業】
【特別支援学級学用品支援事業】
【小児病棟クリスマス事業】
長浜市内では、12 月に上記事業等の実施を予定しています。
今年もみなさまの温かいご理解とご協力をよろしくお願い
いたします。



自由な発想で遊び尽くす子どもが主役の遊び場で
す。子どもたちの育ちを一緒に見守りましょう。

日 　 　 時：�毎月第3土曜日    10:00～15:00 
（当日悪天候の場合は中止し、翌日天候が良
ければ翌日の日曜日に開催いたします）

内 容：�自然の中で自由に遊びます。また、たき火や
弓矢作り等を予定しています 
※内容は各回によって変更があります

持 ち 物：�帽子、水筒、着替え 
※昼食は各自でご用意ください

対 象：�園児～小学生 
（大人の方もぜひ一緒に参加ください）

開 催 場 所：�浅井ふくらの森 （道の駅浅井三姉妹の郷裏） 
（長浜市内保町2843）

お 問 合 せ：�地域福祉課 長浜センター 
TEL:0749-62-1804

認知症や知的・精神しょうがい等により判断力が不
十分な状態になった人たちが、住み慣れた地域で自
分らしく暮らせるよう、成年後見の普及・啓発や相
談等を行っていただけるサポーターを養成します。

第１回：�令和７年９月２４日（水） 
地域福祉権利擁護事業と成年後見について 
講師：長浜市成年後見・権利擁護センター職員

第２回：�令和７年１０月２２日（水） 
認知症のある人への支援 
講師：�長浜市湖北病院　認知症看護認定看護師　

馬場直哉氏
　　　 �消費生活トラブルから身を守る！ 

講師：長浜市消費生活相談窓口　畑山美津子氏
第３回：�令和７年１１月６日（木） 

しょうがいのある人への支援 
講師：滋賀県社会福祉士会所属　松井邦夫氏

第４回：�令和７年１１月２０日（木） 
成年後見人の実務 
講師：滋賀県社会福祉士会「ぱあとなあ」 宮川和彦氏

第５回：�令和７年１２月３日（水） 
成年後見申立て方法・事務について 
講師：長浜市成年後見・権利擁護センター職員

場 所:��長浜まちづくりセンター 
（さざなみタウン内）会議室１C 
（長浜市高田町12-34）

時 間:����14:00〜16:00
参 加 費:��無料
お問合せ・お申込み：��長浜市成年後見・権利擁護センター

（長浜市社会福祉協議会相談支援課）
　　　　　　　　　TEL：0749-57-6123◎ バランスボール教室 

楽しく弾んで転倒予防！膝や腰など関節に負担が少な
く効率よく全身運動を行います。

日 　 　 時：�令和7年10月21日（火）から開始 
毎月第３火曜日 
13:30～14:30

会 　 　 場：�長浜北部福祉ステーション 
(長浜市神照町288-1）

対 象：長浜市内の概ね６０歳以上の方 
定 員：20名（先着順）
講 師：香水麻未氏 
参 加 費：250円/１回(保険料込み) 
お申込み方法：��電話でお申し込みください。 

(定員になり次第受付終了) 
※令和７年９月８日(月)から受付開始

お問合せ・お申込み：��長浜北部福祉ステーション 
(長浜市神照町288-1) 
TEL：0749-65-8266

障害のある方が主役となって、開催する大会を一
緒に運営する“ボランティア”を募集します！

日 　 　 時：�令和７年１１月７日（金） 
9:30〜17:00（時間は応相談）

会 場：��長浜市浅井文化ホール 
（滋賀県長浜市内保町2500）

対 象：��受付補助・会場案内・誘導・参加者のサポート 
（車いすの方の介助など簡単な補助） 
会場設営・撤収作業

対 象：��どなたでも！
�※未経験者OK、事前に簡単な説明をします
ボランティアへのサポート内容(待遇)：�交通費支給 

昼食あり
お 申 込 み ・ お 問 合 せ
(公財)滋賀県身体障害者福祉協会　事務局 担当：杉江
TEL:077-565-4832　Fax 077-564-7641　　　　　
Mail：info@kenshinkyo-shiga.com

（福)長浜市社会福祉協議会 地域福祉課　担当：橋本
TEL:0749-62-1804　FAX:0749-62-1834

親族後見人を対象とした成年後見人の情報交換会
を開催いたします。後見人同士の交流と情報交換
の場として、今後の成年後見活動がより一層充実さ
れることを目的とした情報交換会です。お気軽に
ご参加ください！！

日 　 　 時：�令和７年９月17日（水）13：30～15:00
場 所：�長浜まちづくりセンター（さざなみタウン内）

１階和室（長浜市高田町12-34）
内 容：�報告書の書き方など事務作業の不安、情報

共有と意見交換会
アドバイザー：大津家庭裁判所主任書記官
対 象 者：�親族後見人
お問合せ・お申込み：��長浜市成年後見・権利擁護センター

（長浜市社会福祉協議会相談支援課）
　　　　　　　　　TEL：0749-57-6123

安心して地域で生活ができるように、法律や福祉についての質問
や相談、虐待や権利侵害に関する相談に有識者が合同で対応し、複
雑に絡み合っている問題を相談できる機会です。

日 　 　 時：�令和７年10月29日（水）13：00～16：45
場 所：�長浜市役所本庁１階相談室1-7ほか（長浜市八幡東町632）
対 象：�市内在住の方
定 員：�16組
予 約 期 間：�令和７年９月２９日（月）～１０月１７日（金） 

※事前予約必要（予約時に相談内容を伺います。）
お申込みは先着順とし、定員になり次第締め切らせていただきます。
お問合せ・お申込み：�長浜市成年後見・権利擁護センター 

（長浜市社会福祉協議会相談支援課） 
TEL:0749-57-6123

視覚にしょうがいのある方や、高齢などの理由で文字を読
むのが難しい方へ向けて、「ながはま社協だより」の内容を、
ボランティアさんが読み上げた“音声（CD）”としてお届け
しています。
ご希望の方は、お気軽にお問い合わせください。

 地域福祉課  長浜センター TEL:0749-62-1804

気楽に自由な時間を過ごせる居場所を開催しています。
本を読んだり、ゲームをしたり、おしゃべりしたり、ぼー
っとしたり…。ひとりで、親子で、友達と…、保護者だけ
の参加も大歓迎です！ぜひお越しください

日 　 　 時：�毎月第１・３木曜日 
（祝日の場合は休み）13：30～16：30

会 場：�旧びわ福祉ステーション 
（長浜市社会福祉協議会びわセンター） 
長浜市難波町483

参 加 費：�無料
お 申 込 み：�不要　（当日会場にお越しください）
お 問 合 せ：�地域福祉課 長浜センター 

TEL:0749-62-1804

善意銀行
令和 7 年 4 月 18 日～令和 7 年 7 月 17 日

氏　　名 金 額 （円）

藤田 治彦 3,000

北中13回生バレー部同窓会 2,324

こあじさい 20,000

RIN RIE デザイン 10,000

藤田電機工業㈱ 100,000

匿名　3 件 380,194

合　 計 515,518

金銭口座（敬称略）

https://www.ja-lakeibuki.or.jp

認知症サポーター養成講座

日 時：�令和7年10月1日（水）13:30～15:00
会 場：�長浜まちづくりセンター（さざなみタウン内） 

２AB会議室（長浜市高田町12-34）
参 加 費：無料
お問合せ・お申込み
南長浜地域包括支援センター内
長浜市認知症キャラバンメイトひなた
TEL：0749-65-8352

おとな Re サロン（おとなりサロン）

のご案内

冒険遊び場を開催します !

成年後見・権利擁護 
サポータ養成講座 （連続講座 全5回）

長浜北部福祉ステーションからの 
ご案内

第 74 回滋賀県身体障害者
福祉大会ボランティア募集！

親族後見人のための情報交換会

高齢者・しょうがい者なんでも相談会 in 長浜

成年後見講座
認知症や知的・精神しょうがい等により、判断力が
不十分な状態になった人たちを住み慣れた地域で
自分らしく暮らせるよう支援するのが成年後見制
度。この講座では、制度の基礎知識から支援のプロ
セスまで、事例を通して学んでいきます。

第３回：�令和７年９月１１日（木） 
身寄りのない方の問題をどう捉えるか 
講師：�一般社団法人ガーディアンおおつ 

中原一隆氏
第４回：�令和７年１０月９日（木） 

意思決定支援 
講師：�尾張東部権利擁護支援センター 

住田敦子氏
場 所:��長浜まちづくりセンター 

（さざなみタウン内）会議室１C 
（長浜市高田町12-34）

時 間:����14:00〜16:00
参 加 費:��無料
お問合せ・お申込み：��長浜市成年後見・権利擁護センター

（長浜市社会福祉協議会相談支援課）
　　　　　　　　　TEL：0749-57-6123

認知症について学びたい方、対応方法を知りたい
方、どなたでもご参加いただけます。ひとりで、親
子で、友達と一緒に…ぜひお越しください！

令和６年能登半島地震災害義援金
令和６年能登半島地震災害義援金ご協力ありがとうございました。	
令和7年4月18日～令和7年7月17日

お寄せいただいた義援金等は、日本赤十字社・共同募金お寄せいただいた義援金等は、日本赤十字社・共同募金
会を通じて被災地等の支援に役立てられます。会を通じて被災地等の支援に役立てられます。

お 申 し 込 み
二次元コード

お 申 し 込 み
二次元コード

お 申 し 込 み
二次元コード

お 申 し 込 み
二次元コード

受付日 氏　　名 金額（円）

令和7年 4月23日 なごみ会 12,000

令和7年 5月27日 六荘まちづくりセンター 1,173

令和7年 6月16日 長浜北ロータリークラブ 131,000

令和7年 6月30日
浅井福祉の会・
浅井赤十字奉仕団

20,148

えんかふぇ
～ひきこもりがちな若者

学校に行きづらい子どもの居場所～

氏　　名 　物　品

山端博昭 書籍 12 冊

松井誠 玄米 30Kg

湖北醤油工業協同組合 醤油 75 本

有限会社 おぎした印刷 角２封筒 1000 枚

三菱ケミカル株式会社
中日本事業所

アルファ米 8 ケース 
保存水 2 リットル 30 ケース

電機連合滋賀地方協議会
第２区連絡会議　

衣類乾燥機（設置台含む） 
２セット

および こども用車いす１台

東野了 じゃがいも

生活協同組合コープしが
大友剛マジックと音楽と絵本
のコンサートチケット 20 枚

（6,000 円分）

匿名　4 件
電気ケトル 1 台

米 23Kg、おもち 
毛布 2 枚

物品口座（敬称略）

「おとなReサロン」はアル・プラザ長浜さんと長浜市社
会福祉協議会との共同開催をしているサロンです。内容
は簡単な体操とおしゃべりが中心です。時には簡単なゲ
ームに挑戦していただくなど、ボランティアさんを招い
てのお楽しみ会も開催しています。お申し込みの必要は
ありません。お買い物ついでにぜひお立ち寄りください。

日 　 　 時:�令和7年  9月16日（火）11:00-12:00 
令和7年10月21日（火）11:00-12:00 
令和7年11月18日（火）11:00-12:00

会 　 　 場：�アル・プラザ長浜	  
おとなReスペース（南側入口右手）

参 加 費：無料
お 申 し 込 み：不要
お 問 合 せ：�地域福祉課 長浜センター	  

TEL:0749-62-1804

声の
　広報

（敬称略）
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地域連携の取組地域連携の取組
民生委員児童委員 ケアマネジャー

生活支援
コーディネーター

訪問したとき
出てくるまで時間がかかる

ようになったな

いつも畑仕事を
がんばっているな

サロンに来ない人
がいて心配だな

などなど

例えば ... 例えば ...

ふだんから見守りや訪問、相談に応じて
地域での生活状況を把握、
専門職につなぐ役割を担う。

高齢者の総合相談窓口。
介護保険の申請や家族介護者の支援、
介護予防や認知症理解の啓発

などに取り組む。

地域のニーズや人脈、資源などを把握し、
支えあいや生活支援など

地域に根差した様々な活動の創出や
支援に取り組む。

介護保険の認定を受けた人の生活状況を把握し、
主に介護保険サービス調整や主治医と

連携しケアプランを作成。

家の出入り口に
手すりを設置しては

どうか

サロンに行くためには
リハビリが必要だな

着替えや入浴の介護にデイや
ヘルパーを利用してはどうか

地
域
支
援
者
の
役
割

地域で暮らすひとりひとりを真ん中に生活を支えることを目指す
地域包括ケアシステムをご存知ですか？
介護保険サービスが必要になっても、暮らし慣れた地域で
今までのつながりや生きがいを大切に生活するために、
民生委員児童委員と介護支援専門員（ケアマネジャー）を中心とした
研修・交流会が、各地域包括支援センター圏域で開催されています。

民生委員児童委員もケアマネジャーも守秘義務があり、

連携方法や個人情報の取り扱いについては、慎重に対応しています。

地域で暮らすひとりひとりを真ん中に生活を支えることを目指す
地域包括ケアシステムをご存知ですか？
介護保険サービスが必要になっても、暮らし慣れた地域で
今までのつながりや生きがいを大切に生活するために、
民生委員児童委員と介護支援専門員（ケアマネジャー）を中心とした
研修・交流会が、各地域包括支援センター圏域で開催されています。

民生委員児童委員もケアマネジャーも守秘義務があり、

連携方法や個人情報の取り扱いについては、慎重に対応しています。
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地区の特色や課題により研修や事例を通じて
制度や関わり方を学んだり、しょうがい福祉課、健康
推進課、長寿推進課なども参加し、困りごとに気づい
たり相談を受けたりしたときにどんな対応が出来るか
を考えています。
お互いの役割や強み、課題を共有し、
支援がつながることを目指しています。


